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　一人一人の頑張りを繋ぎながらゴールを目
指す駅伝は、亜細亜大学の建学の精神「自助協
力」につながります。私たちは、ベストを尽くし
たもの同士が力を合わせるという駅伝での取
り組みを通じて、卒業後も社会に貢献できる人
を育成したいと考えています。1958年から始
まる陸上競技部は、その伝統に縛られることな
く常にチャレンジする心を忘れずに挑み続けて
います。そして、充実した練習・生活環境のも
と、優秀な指導者とともに、主体となる学生た
ちが自己と向き合いながら成長できるように
しっかり支えていきます。

陸上競技部 部長
ナガハマ ヒサシ

長浜 尚史

　大学4年間の陸上競技部での経験は、卒業し
てからも自分自身の大きな財産になっていると
感じます。大学生活の貴重で限られた時間の中
で、箱根駅伝・出雲駅伝・全日本大学駅伝への
出場に挑戦し成長する選手たちと共に、目標が
達成できる強いチームになれるよう、監督・ス
タッフと一体になり、練習・記録会・大会に向け
全力でサポートしていきます。

陸上競技部 コーチ
ササキ サトル

佐々木 悟

亜細亜大学陸上競技部 指導スタッフ 充実した施設、絶好の練習環境と住環境

　陸上競技部の練習拠点は、合宿所からも近い、日の出キャンパ
ス陸上競技場です。足への負担が少ないブルータータン（ウレタ
ン表層）の全天候型トラックには、１周約500ｍの起伏のある外周
コースも併設されています。トレーニングセンターには最新の機
器が揃い、自由に利用できます。練習環境と住環境が近く、トレー
ニングと学生生活の両立に最適な環境です。

　陸上競技部の合宿所は、2017年に日の出
キャンパス近くに竣工された、まだ新しい建
物です。2人部屋30室の寮室の他、大浴場、
多目的室、スタディールームなどの充実した
共用空間も確保され、玄関ホールの吹き抜
けなど、明るく開放的な合宿所です。

100m走も可能な直線コース

起伏のある500m外周コース

明るく清潔感のある食堂

開放感のある玄関ホールの吹き抜け

鉄筋コンクリート造地上3階建の合宿所

関東インカレ

夜間トレーニングも可能な照明設備

広々とした大浴場 スタディールーム

快適で落ち着いたキャンパスライフを過ごせる寮室豊富な機器が揃うトレーニングセンター

他大学との合同練習を行い、競争意識や向上心を高めるロードとトラックでしっかりと走り込みを行い、長距離に耐えるスタミナをつける

トレーナー指導のもと、パフォーマンス向上に繋がるトレーニング

1周400mの全天候型5レーントラック

チームスローガン「画期を成せ」

自己を助ける者は自己なり
　太田耕造初代学長が掲げた亜細亜大学の建
学精神は「自助協力」である。この意味は、陸上
競技と駅伝の上達に必要な要素がある。「自己
を助ける者は自己なり、自己こそ最上の助け主
なり」、「自助は独立に通ず」、「自助」とは、一人
ひとりが自らの内面を深く見つめ、自分自身の
しっかりとした個性を確立し、自らの力でそれぞ
れの道を切り拓くこと。 「協力の花は自助の根
から」とし、真の協力関係とは自立した人間同士
の協力関係である。 部のスローガンである「画
期を成せ」と共に、競技を通して、未来への挑戦
と襷を繋ぐ責任感を身に着け、まずは学生三大
駅伝への復活、さらにその先にあるシード権獲
得や優勝に向けて取り組んでまいります。

陸上競技部 監督
サトウ ノブユキ

佐藤 信之
四季を感じとれる練習環境

第98回箱根駅伝 予選会

第98回箱根駅伝 関東学連9区 竹井祐貴



亜細亜大学　陸上競技部
〒190-0182 東京都西多摩郡日の出町平井214-1 亜細亜大学陸上競技部合宿所
http://asiauniv-ekiden.com

【写真提供】 陸上競技社 ・ DREAM ONE ・ 亜細亜大学本誌は亜細亜大学陸上競技部が企画制作し、学友・在学生・教職員・関係者に配布するものです。 04/2022. P1000

亜細亜大学陸上競技部の歩み
昭和33年
昭和42年
昭和43年
昭和44年
昭和45年
昭和46年
昭和47年
昭和48年
昭和49年
昭和50年
昭和51年
昭和52年
昭和54年
昭和57年
昭和58年
昭和59年
昭和60年
昭和61年
平成2年

平成3年
平成4年
平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年
平成14年

平成15年
平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年
平成22年

1958年
1967年
1968年
1969年
1970年
1971年
1972年
1973年
1974年
1975年
1976年
1977年
1979年
1982年
1983年
1984年
1985年
1986年
1990年

1991年
1992年
1993年

1994年

1995年

1996年

1997年
2002年

2003年
2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年
2010年

陸上競技部 創部
第43回 箱根駅伝 〈初出場〉 総合11位
第44回 箱根駅伝出場 総合8位
第45回 箱根駅伝出場 総合10位
第46回 箱根駅伝出場 総合8位
第47回 箱根駅伝出場 総合5位
第48回 箱根駅伝出場 総合10位
第49回 箱根駅伝出場 総合7位
第50回 箱根駅伝出場 総合10位
第51回 箱根駅伝出場 総合12位
第52回 箱根駅伝出場 総合9位
第53回 箱根駅伝出場 総合11位
第55回 箱根駅伝出場 総合15位
第58回 箱根駅伝出場 総合12位
第59回 箱根駅伝出場 総合13位
第60回 箱根駅伝出場 総合14位
第61回 箱根駅伝出場 総合14位
第62回 箱根駅伝出場 総合14位
第66回 箱根駅伝出場 総合15位
第22回 全日本大学駅伝 〈初出場〉 総合11位
第23回 全日本大学駅伝出場 総合11位
第68回 箱根駅伝出場 総合15位
第69回 箱根駅伝出場 総合13位
第25回 全日本大学駅伝出場 総合12位
第70回 箱根駅伝出場 総合12位
第26回 全日本大学駅伝出場 総合11位
第71回 箱根駅伝出場 総合11位
第27回 全日本大学駅伝出場 総合8位
第72回 箱根駅伝出場 総合7位
第8回 出雲駅伝 〈初出場〉 総合7位
第28回 全日本大学駅伝出場 総合6位
第73回 箱根駅伝出場 総合12位
第78回 箱根駅伝出場 総合7位
第14回 出雲駅伝出場 総合8位
第79回 箱根駅伝出場 総合17位
第80回 箱根駅伝出場 総合3位
第16回 出雲駅伝出場 総合17位
第36回 全日本大学駅伝出場 総合10位
第81回 箱根駅伝出場 総合7位
第17回 出雲駅伝出場 総合8位
第37回 全日本大学駅伝出場 総合11位
第82回 箱根駅伝 〈総合優勝〉
第18回 出雲駅伝出場 総合8位
第38回 全日本大学駅伝出場 総合7位
第83回 箱根駅伝出場 総合10位
第19回 出雲駅伝出場 総合9位
第84回 箱根駅伝出場 総合5位
第20回 出雲駅伝出場 総合12位
第85回 箱根駅伝出場 総合16位
第86回 箱根駅伝出場 総合20位

学生三大駅伝の成績
箱根駅伝 出場回数：33回

最高順位：総合=優勝、往路=3位、復路=2位

全日本大学駅伝 出場回数：9回 最高順位：6位

出雲駅伝 出場回数：7回 最高順位：7位

本学が総合優勝を果たした第82回箱根駅伝のスタート

第82回箱根駅伝、3区・岡田晃
（現・本学女子陸上競技部監督）

第82回箱根駅伝表彰式、岡田正裕監督を中心に箱根駅伝総合優勝メンバー

第82回箱根駅伝、総合優勝の盾とトロフィー

第82回箱根駅伝、9区・山下拓郎が、区間
賞でトップに立ち、鶴見中継所へ駆け込む
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